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啓蒙の世紀

Siglo de las Luces / Ilustración /
Los Ilustrados / la reforma ilustrada / 
el despotismo ilustrado

⇔ la Divina Providencia

１．スペイン継承戦争とその結果

２．フェリーペ5世・フェルナンド6世の王国改革

３．カルロス3世と啓蒙的諸改革

４．カルロス4世と啓蒙の黄昏
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１．スペイン継承戦争とその結果
• 国際戦争としてのスペイン継承戦争（1701～14）

– 「大同盟」の結成

– アン女王戦争（1702～14）

– カールが、神聖ローマ皇帝位を継承

– ユトレヒト条約（1713）
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• 内戦としてのスペイン継承戦争

– アラゴン、バレンシア、カタルーニャのカール支持

– アルマンサの戦い（1707）

– バルセローナの陥落（1714.9.11）

“Onze de Setembre”

• 新組織王令（新国家基本令）の公布

– 諸国の「地方特別法、諸特権、慣例、慣習」の廃止

– 「複合王政」との訣別 ※バスク、ナバーラ（「免除県」）の特権は存続

– 秘密訓令書（1717）─「カスティーリャ語の導入を最大の配慮の元に行なう。」

– 国内関税の廃止、→「国内市場（国民=国家の市場）」

– アメリカ市場への参入

– 周辺地域の経済の活発化、人口の増加
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「フェリーペ5世の家族」
（ルイ＝ミシェル・ヴァン・ロー画、プラド美術館蔵）
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２．フェリーペ5世・フェルナンド6世の王国改革
• フェリーペ5世（在位1700～24、24～46）の領土回復の野望
• 地方諸特権の削減、地方監察官の派遣
• カタストロ導入の試みと挫折 ※エンセナーダ国富調査
• 秘書職＝事実上の省庁制度
• 一つの王国議会
• 軍隊の近代化。スペイン海軍の建て直し。
• 「第1回家族協定」、「第2回家族協定」

-アルベローニ
-リペルダ男爵
-ポーランド継承戦争に参戦
-オーストリア継承戦争に参戦

→シチリア、ナポリなどの諸国をイサベラ・ファルネーゼの
息子が継承

• 「ジェンキンズの耳」戦争
• フェルナンド6世（在位1746～59）とエンセナーダ侯爵
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３．カルロス3世と啓蒙的諸改革
○七年戦争（1756～63年）

• 「第3回家族協定」（1761）の締結
• パリ条約──フロリダ割譲

⇒イギリスの世界商業における優位の確立
※スペインは、本国と植民地の新たな関係を築く必要に迫られる。
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○エスキラーチェ暴動（1766年）

• 小麦価格の上昇
• エスキラーチェ自由化政策

→市場での投機と穀物不足を誘発
• 長外套とつば広帽子を禁止する服装取り
締まり令の公布（3月10日）
• 「枝の主日」（3月20日）の諍い
• 首都に暴動が拡大
• 国王は、エスキラーチェ罷免と食料価格引
下げを承認

⇒全国への暴動の拡大。「食糧暴
動」

※モラル・エコノミー
Economía moral
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○イエズス会追放
• 暴動の原因調査 →イエズス会士追放（67年4月）

※絶対王権とイエズス会、「暴君放伐論」

／「カトリック的啓蒙 (Ilustración Católica)」

• 国王教権主義（regalismo）の施策

-1753年の政教協約（コンコルダート）にもとづく教会人事への介入

-異端審問所の権限縮小

-教会財産への批判の高まり

-教会慈善事業への批判の高まり
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民衆に説教を行なう｢空間」
(Pedro de Calatayud, Misiones y sermones, 3.a edición, Madrid, 1796, Tomo I, p. 275.)
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○啓蒙的モデル社会の試み
• 深刻な農村の状況 →小農民保護政策

※啓蒙改革者の理想とする農民家族＝「自営農民」

• メスタ（移動牧畜業者組合）を攻撃

• 「農地法」制定の試みと挫折

≠「経済的自由主義」

• 「スペインのすべての村落の適用されるモデル」

-新定住地域特別法（1767）

-シエラ・モレーナとアンダルシーアの開拓事業

※ラ・カロリーナ町
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○「民衆的工業」と祖国の友・経済協会
• 重商主義的政策、王立工場の設立

• カンポマーネスの「民衆的工業 (industria popular)」の提唱

-一般品製造業

-農村家内工業との結びつき

• 祖国の友・経済協会の設立

• 1783年、手工業活動を｢名誉ある」ものと謳う王令の公布

• カタルーニャにおける工業の発展

-綿プリント地の生産

-アメリカへの輸出

-紡績機の導入、工場制度の展開
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４．カルロス4世と啓蒙の黄昏
○フランス革命の影響

• カルロス4世（在位1788～1808）の即位
• フランス革命の勃発
• 「防疫線」の設置
• 異端審問制度の強化

○ゴドイの登場
• 「宰相専制主義」
• ゴドイによる「上からの改革」
• 国民公会戦争（1793～）、バーゼル平和条約（1795）
• 1796年、サン・イルデフォンソ条約
• 1797年、スペインはイギリスと戦争状態に入る。
• アメリカ植民地との交通の困難。
• 1801年、ポルトガルとの「オレンジ戦争」
• 1802年、アミアンの和平 ※メノルカのスペインへの返還
• 1805年、トラファルガーの海戦
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○国家財政の麻痺
• 対イギリス戦争と国民公会戦争による戦費増大
• 1794年～、国債（バレス・レアレス）の発行
• アメリカ植民地との貿易の途絶
• 不況、黄熱病やコレラの流行

⇒永代所有財産解放(desamortización)の措置
– 教会財産の一部売却
– 貴族限嗣相続財産への課税

○アランフエス暴動とゴドイの失脚
• ナポレオンによる「大陸封鎖」
• ポルトガル制圧の必要
• フォンテーヌブロー条約の締結
• 1808年春、フランス軍隊のイベリア半島内への進行
• 1808年3月17日、反ゴドイ貴族の煽動による民衆暴動

– ゴドイの失脚、カルロス4世の退位、その息子フェルナンド7世即位
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